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理工学研究科バイオ・マテリアルエンジニアリングコースの大学院生が 

第 9回振動光学活性分光国際会議でポスター賞を受賞 

 

 

【本文】 

 理工学研究科理工学専攻バイオ・マテリアルエンジニアリングコース博士後期課程 2 年の

古賀 大聖さん（指導教員：海野 雅司 教授）が 2026 年 9 月 25 日〜29 日に開催された第 9

回振動光学活性分光国際会議においてポスター賞を受賞しました。 

 古賀さんは，薬剤などの分子の立体構造解析に有効なラマン光学活性分光法に関する研究

を行っています。本研究では，新たに波長 1064 nmの近赤外光を用いたラマン光学活性分光

装置の開発に成功しました。これにより，従来主流であった波長 532 nm の可視光励起では

測定が困難であった蛍光タンパク質などへの応用が可能となりました。この成果は，ラマン

光学活性分光法の新たな研究展開につながるものとして高く評価され，今回のポスター賞受

賞に至りました。 

    

ポスター賞表彰状（左）と授賞式の様子（右） 

 

【概要】 

理工学研究科バイオ・マテリアルエンジニアリングコース博士後期課程 2年の古賀大

聖さんが，第 9回振動光学活性分光国際会議においてポスター賞を受賞しました。 

http://www.se.saga-u.ac.jp/

